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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 
キーワード：食 ストレス 摂食障害 教育 毛髪 亜鉛 放射化分析   
        
１．研究計画の概要 
教育現場にいる人間として、教育の中での

食というものを、どうとらえ、どのように発
展させていくかを、摂食障害者の食に対する
ストレスから考察する。 

放射化分析により摂食障害者の毛髪中亜
鉛濃度とストレスとの関連を検討する。 

毛髪中の亜鉛濃度とストレスとの関連結
果を摂食障害学生に提示する事による教育
的指導効果について検討する。 
他の摂食障害者及び、摂食障害者の家族に

よる本指導方法の評価を求める。 
聞き取り調査等に協力してくれる摂食障

害者及び家族の全員に調査協力の承諾は得
られている 

 
２．研究の進捗状況 
 摂食障害学生の毛髪中亜鉛濃度が標準値
に近づくと過食が減り、精神状態も安定する
傾向にあった。 
これらの結果を本学生に提示し、教育的指

導した結果、さらに精神的安定を促した。 
本指導方法の評価を他の摂食障害者に、聞

き取り調査した結果、摂食障害者の多くが、
自分の精神的状態を数値で明確に提示され
る事への評価を認めた。 
摂食障害者の家族、特に母親からの評価が

高かった。 
専門医やカウンセラーではなく、学生とい

う立場であれば、日常接することの多い、教
師を言う立場の人間が、自分の食に対する対
応に対し、関心を持ってくれるという観点に

高い評価が得られた。 
食を通して全ての価値観を決定する傾向

にある摂食障害者にとって、食に関心を持っ
ている教師に出会う事は重要である事が考
えられた。 

すなわち、複雑化する社会状況に伴い、食
教育の重要性も高くなると考えられ、その指
導方法の確立は重要である事が示唆された。 
  
 ３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている 
（理由） 
本研究は研究代表者が長年の摂食障害者

との交流により、本心を語ってくれるまでの
調査協力の承諾を得ている事で成り立って
いる。すなわち、摂食障害者一人一人との聞
き取り調査を中心に行っている為、時間を要
する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 摂食障害者及びその家族達から、聞き取り
調査により、食に対するストレスをさらに収
集していく。 
 それらのデーターを分析する事により、食
の持つ様々は側面を明らかにし、食の意義と
は何か、を追求する。 
さらに、教育現場の中において、食という

ものを、どうとらえるかを、摂食障害者の食
に対するストレスから考察し、食教育への有
効利用へと発展させる。 
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